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平成 ２０年 ４月 ２９日  
は じ め に 

 
             ボーイスカウト静岡県連盟  

所属団 浜松 12 団 氏名        浅野 高彰  
 
１．プロジェクト実施に対する動機（ニーズの発意） 
 ボーイスカウト活動を始めて何年にもなるが、その中で、カブ隊ではリーダー主導による野外

活動、ボーイ隊では班長次長を中心に主導され、班集会という意志決定機関があったものの

実際にはリーダーの承認を得なければいけないという事であまり大規模な活動を行うことはでき

なかった。ベンチャー隊に上進して１年になり、初めてのプロジェクト活動ということで海外へと遠

征し様々なことを経験して肉体的にも精神的にも成長し、将来の自分を形成する上の大きなア

ドバンテージにしたいと思う。 
 海外に行くということで、その国の文化に触れ、伝統的な料理を食べ、名所を観光し…という

気持ちも当然ある。しかし、今回の海外遠征では「地球環境・エネルギー問題」を一つのキーワ

ードにしたい。というのは、日本が経済的にどれだけ恵まれているのか、ということを理解すると

いうことである。現代日本は飽食の時代と言われ、また、資源の無駄遣いや使い捨てが日常的

に行われている。そういったことが積み重ねられた結果が、地球温暖化を中心とした一連の環

境問題の原因の一つとなっていることは確かだ。そこで、「質素」をおきての一つとする我々ボー

イスカウトがまずはその意識を変えなければいけないと思い、比較的発展途上国で自然に密着

した国として、また、比較的近い東アジアの国として、モンゴルに行きたいと思った。  
 
 
２．個人の目標（資質の面） 
№ 氏 名  個人の成長目標  
１ 浅野 高彰  

 
 モンゴルの大自然に触れ、自然の尊大さを感じたい。慣れない異

国に行くことで、見識を深め、自分の視野を広くしたい。 
２ 藤川 寛武  

 
 モンゴルにいって新しい視点で日本を見直す。また大自然の中で

自己を見つめ直し、自然の偉大さを感じる。 
３ 池田 正義  

 
 モンゴルの大草原の中を馬で駆け回り、また、満天の星空を観察

することで、地球の広さを肌で感じたい。 
４ 夏目 将貴  

 
 モンゴルの世界遺産と、日本の世界遺産を比べ、モンゴルと日本

の歴史の違いを感じたい。 
５  

 
 

６  
 

 

 
３．挑戦するアワードおよび技能章  

アワードの分野  技能章  
 
 
 

社会・地球環境  
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平成 ２０年  ４月 ２９日  

プロジェクト企画書２ 

テーマ 「モンゴルで地球環境を考える！」 
活動チーム名：ブルーウルフ    

 
            ボーイスカウト静岡県連盟  

所属団 浜松１２団  氏名 浅野 高彰    
１．目的   
モンゴルの文化を学び、風土にふれることで、自然の尊さ・すばらしさを再認識する。 
 
２．活動内容（目標） 
活動  内     容  期  間  場  所  

1 プロジェクト準備  Ｈ２０  ４月～  
Ｈ２２ ６月        

西村隊長宅  

2 モンゴル渡航の準備  
（保護者説明会・モンゴル講座会）  

H22 ６～７月  未定  

3 モンゴルプロジェクト H22 ８月  モンゴル 
４ プロジェクト報告  H22 ９月  未定  

 
３．参加者    活動チームチーフ      浅野 高彰  
                  マネージャー  池田 正義  
                  メンバー     藤川 寛武  
                            夏目 将貴  
 
４．期 間    Ｈ２０ ２９月 ～ Ｈ２２ ９月  
 
５．予算概要        チーム活動費（隊予算分）       １００００ 円  
                個人負担分（＠２５０，０００× ４人） １，０００，０００ 円  
                                              円  
            

合計                  １，０１０，０００円  
 
６．隊長の評価  
   
 
 
 

隊長名  
平成   年   月   日  
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活動実施計画書① 
 
活動チーム名 ブルーウルフ               

 

１．活動のテーマ 
モンゴルで地球環境を考える 
 

 

２．活動の目的  
モンゴルの文化を学び、風土に触れることで、自然の尊さ・すばらしさを

再認識する。 
 

 
３．活動内容（目標） 
（活動１） 

モンゴルプロジェクトの概要（内容・日時・予算等）を決定し、プロジェクト

企画書を完成する。また、モンゴルについて深く学ぶために講演を聴く。  
 
４．行動計画（日程） 
月  日  内      容  場  所  

１１／１７  モンゴルについて考える 西村隊長宅  
１２／１  プロジェクト企画書作成① 同上  
１２／８  プロジェクト企画書作成② 同上  
   
 

５．人的・物的資源  
 
 
 

 
６．役割  
役 務  氏   名  内     容  

チーフ 浅野 高彰  全体総括・記録  
マネージャー 池田 正義  本を持参してモンゴルの情報収集  
メンバー 藤川 寛武  プロジェクトの一員として意見を出す 
 夏目 将貴  プロジェクトの一員として意見を出す 
   
   
 
７．期 間  平成１９年 １１月１７日～ 平成２０年 １月  
 
８．予算概要   

 
 
 
 

 
 
 
 
合計  
平成   年   月   日  

 
平成   年   月   日  
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活動実施報告書① 
 
活動チーム名ブルーウルフ          

 

１．活動のテーマ 
モンゴルで地球環境を考える 
 
 

 

２．活動の目的  
モンゴルの文化を学び、風土に触れることで、自然の尊さ・すばらしさを

再認識する。 
 

 
３．活動内容（目標） 
（活動  ） 

モンゴルプロジェクトの概要（内容・日時・予算等）を決定し、プロジェクト

企画書を完成する。また、モンゴルについて深く学ぶために講演を聴く  
 
４．行動報告（日程） 
月  日  内      容  場  所  

2007/11//04 
 

プロジェクト立案  
第１回企画会議  

西村宅  

2007/12/8~9 
 

第２回企画会議  
 

西村宅  

2008/04/05 
 

チーフ浅野高彰が学校の海外研修で本 PJから抜けた 
夏目将貴が参加。企画書次回 PJ 会議で練り直し  

アトリエ 

2008/04/13 
 

藤川寛武は今回参加できない。 
メンバー変更により今年の実施が困難となった  

アトリエ 

 

５．活動に於ける 
役割  

浅野高彰 チーフ 
池田正義 マネージャー 
藤川寛武＆夏目将貴 メンバー 

 
６．収支報告  
使用品  金 額  備考  

   
   
   
 
７．期 間  2007/11/09~2008/04/13 
 
８．実施展開に対する反省・評価  
当初の予定では、平成 20年に行く予定であったが、各自の資金面や学習面でのタイミングが合わ
ないため、今年のプロジェクト実施が困難となった。 
そこで、平成２２年の夏での実施を目指し計画を再構築して１人１人が準備していく。 
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活動実施計画書② 
 
活動チーム名 ブルーウルフ               

 

１．活動のテーマ 
モンゴルで地球環境を考える 
 

 

２．活動の目的  
モンゴルの文化を学び、風土に触れることで、自然の尊さ・すばらしさを

再認識する。 
 

 
３．活動内容（目標） 
（活動２） 

モンゴルプロジェクト本番に向けて、準備を行う。 
①保護者説明会を行い、経費などを説明し、親の承諾を得る。 
②海外渡航に向けた手続きを行う。（パスポート、航空券など） 
 

 
４．行動計画（日程） 
月  日  内      容  場  所  

 
 

  

 
 

  

 
 

  

 
 

活動実施報告書作成   

 

５．人的・物的資源  
 
 
 

 
６．役割  
役 務  氏   名  内     容  

チーフ 浅野 高彰   
マネージャー 池田 正義   
メンバー 藤川 寛武   
 夏目 将貴   
   
   
 
７．期 間   
 
８．予算概要   
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合計  
平成   年   月   日  

活動実施計画書③ 
 
活動チーム名 ブルーウルフ               

 

１．活動のテーマ 
モンゴルで地球環境を考える 
 

 

２．活動の目的  
モンゴルの文化を学び、風土に触れることで、自然の尊さ・すばらしさを

再認識する。 
 

 
３．活動内容（目標） 
（活動３） 

 
 

 
４．行動計画（日程） 
月  日  内      容  場  所  

 
 

  

 
 

  

 
 

  

 
 

活動実施報告書作成   

 

５．人的・物的資源  
 
 
 

 
６．役割  
役 務  氏   名  内     容  

チーフ 浅野 高彰   
マネージャー 池田 正義   
メンバー 藤川 寛武   
 夏目 将貴   
   
   
 
７．期 間   
 
８．予算概要   
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合計  
平成   年   月   日  

活動実施計画書④ 
 
活動チーム名 ブルーウルフ               

 

１．活動のテーマ 
モンゴルで地球環境を考える 
 

 

２．活動の目的  
モンゴルの文化を学び、風土に触れることで、自然の尊さ・すばらしさを

再認識する。 
 

 
３．活動内容（目標） 
（活動４） 

 
 

 
４．行動計画（日程） 
月  日  内      容  場  所  

 
 

  

 
 

  

 
 

  

 
 

活動実施報告書作成   

 

５．人的・物的資源  
 
 
 

 
６．役割  
役 務  氏   名  内     容  

チーフ 浅野 高彰   
マネージャー 池田 正義   
メンバー 藤川 寛武   
 夏目 将貴   
   
   
 
７．期 間   
 
８．予算概要    
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合計  
平成    年    月   日  

活動実施報告書①～④  
 

                    活動チーム名 ブルーウルフ               
 

※活動実施計画書それぞれに基づいて活動実施報告書を作成  
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動のテーマ 

活動の目的  

活動内容（活動１～４・目標） 

活動チーム員の役割  

行動報告と調査結果  

調査のまとめ 

収支報告  

実施展開に対する反省・評価  

活動実施計画書① → 活動実施報告書① 
活動実施計画書② → 活動実施報告書② 
活動実施計画書③ → 活動実施報告書③ 
活動実施計画書④ → 活動実施報告書④ 
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平成   年   月   日  

プロジェクト報告書  

テーマ 「                  」 
活動チーム名：                 

 
             ボーイスカウト静岡県連盟  

所属団           氏名               
 

１．プロジェクトの目的  

 
 
 
 

２．目的に対する結論（まとめ） 
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（プロジェクト報告書①） 
 

３．プロジェクトに対して 
 
①反 省  
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②評 価  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③感想と課題  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（プロジェクト報告書③） 

 

４．チームワークに対して 
 
①反 省  
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②評 価  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③課 題  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（プロジェクト報告書④） 

 

５．個人の目標（資質の面）に対して 
 
①反 省  
 
 
 
 
 
 
 
②評 価  
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③課 題  
 
 
 
 
 
 
 
◇隊長の評価  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隊長名  

 


